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水底あるいは海中での火1⊥1噴火によって灰状物質は

より密度の高い水中に放出されるのでそれらは分散し

淘汰をうける.実際にはこのような場合でも火口付近

には粗粒の淘汰のわるいあるいは全く不淘汰の物質がた

まるカミそれから隔たるにつれて粗粒砂サイズにはじ

まって火山灰は漸次こまかくなり淘汰の傾向を示す.

それと同時に火口から隔たるにつれふつうの砂層物

質カ…次第に灰状物質にまじり凝灰岩そのものか層灰岩

に変り遂には凝灰物質をまじえた砂岩ないし粘土岩に

変って行く.このようにして個々の噴火ごとに規則的

な分布と構造をもった火山砕屑レンズが形成される.

このレンズの空間的方向は噴火地域に卓越する水流と空

気の流れの総合作用によって規制される.

ガス噴気や熱水溶液は火口が水底にある場合には海

水(湖水)中に入りこみそれによって海中沈積に参与

しはじめる.Si02EeMnA1のほかZnPbBaMo

など熱水溶液成分に応じ｡た種々の微量元素からなるさま

ざまの化合物が沈殿し底質中にはいりこんで行く.

これらの沈殿過程それ自体は主として純化学的であって

湿潤型沈積作用にみられるような生物学的要素はそこに

は卓越していないであろう.

すなわちHClS03BFB夏などは溶獅1人残留して

水鰯印の塩分濃度を高める剖A“､ビノグラド列は

れば海水申の塩分のうち陰イオン部は巌さ=は火山性物質

によて)て娃じたもグ)である｡このよう紅水底下の火≡い

性沈積過程によって湿潤型のそれを同様にいっぽうで

は崇層闘のなかば壊積されでわれわれの調査の対鍛に

なる薗絹一一嬢質(あ士で岩石化する)一一一が発生し

他方では沈殿僧すは底質刺こ固相として固定窓れず

に水鰯(厳密にい史ば海洋)の塩類を補給(変質)する

塩類が発生する再

さらに火山性沈積作用の特徴はもちこまれた物質

の沈殿が不完全なことである.すなわち溶解性化合

物のうちでは含マンガン性含鉄性の化合物およびシリ

カPbZnCuMoAsその他重い特定のミ熱水性元素ミ

からなる種々の化合物だけが沈殿する.その他の成分

上記のことから次のことが明らかであるすなわち

種冷の気候帯すなわち極帯温潤帯乾燥帯などのなかで

招こるそれぞれの型の沈積作用と火山活動の中心部付近

で抽こる沈積作用とはその性質秘箸しく異なり蜜た岩

石学的1ζ非常ぽ異なる慮質を生じさせるため紀それら

遂つの異なる型の沈積作用を識別することは全く当を傷

ていることである､

この新しい概念を導入するご&ぽよって沈積作用¢)

(訳者は地質部)
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ユ.昭和41年10月8目(土)13.30-16,30
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